
 

 

 

 

 

2022年度 日本医科 後期 
【 講 評 】 

 ［Ⅰ］～［Ⅲ］は標準的な問題であり，取り組みやすい問題であったと思われる。［Ⅳ］の医薬品や核酸につ

いては手薄な受験生が多かったと思われるため，この問題以外をきちんと得点することが重要である。 

 

【 解 答 】 

［Ⅰ］ 

問 1 

（1）極性分子…H2O，NH3，CH3OH  無極性分子…H2，CO2，CH4 

（2）HClは Hと Clの電気陰性度が異なり，共有電子対が Cl原子側に引き付けられるため分子全体に電荷

の偏りがある極性分子である。一方，H2は同一元素なので電気陰性度が等しく，分子全体に電荷の偏り

がない無極性分子である。 

（3）メタン分子は正四面体構造をとっており，Cと Hの間の結合の極性が分子全体で相殺されるため無極

性分子である。 

 

問 2 ア…電気  イ…充電  ウ…正  エ…負  オ…左  カ…H2SO4  キ…PbSO4 

 

問 3 希塩酸を加えて白色沈殿が生じたものが硝酸鉛（Ⅱ）水溶液。残りの二つのうち，アンモニア水を過剰

に加えても白色沈殿が残ったものが硝酸アルミニウム水溶液であり，白色沈殿が生じたのちにその白色沈

殿が溶解して無色の水溶液となったものが硝酸亜鉛水溶液である。 

 

 

［Ⅱ］ 

問 1 加えた酢酸アンモニウムが電離して水溶液中のアンモニウムイオン濃度が増加すると（1）式の平衡が右

へ移動し，水酸化物イオン濃度が減少するから。 

 

問 2 ア…2.0×10－2  イ…10.80  ウ…1.2×10－1  エ…1.0×10－1  オ…[NH4
＋] 
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［Ⅲ］ 

 問 1 ア…シクロプロパン  イ…60  ウ…四  エ…90  オ…イソプレン  カ…シス   

キ…トランス  ク…硫黄  ケ…加硫 

  

問 2 10.3 cm3 

 

 問 3  
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［Ⅳ］ 

 問 1 ア…対症  イ…化学  ウ…サルファ剤  エ…抗生物質  オ…選択  カ…グアニン 

キ…2  ク…2  ケ…1 

  注）問題文中「デオキシリボース」は分子単独ではなく核酸塩基に結合している状態のものと比較した。 

 

 問 2 デオキシリボースの 3 位のヒドロキシ基がないため，リン酸エステル結合による DNA の伸長反応が起

こせないから。 

 

 問 3 tRNA，rRNA 

 

 問 4  

・ 末端のグアニンの塩基部分にメチル基が結合している。 

・ 末端のグアニンのリボースの 3位のヒドロキシ基がメチル化されている。 

・ アデニンのリボースの 2位のヒドロキシ基がメチル化されている。 

・ アデニンと末端のグアニン間のリン酸エステル結合が通常のリン酸エステル結合と異なっている。 

 

問 5  
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【 解 説 】 

［Ⅱ］ 
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［Ⅲ］ 

 問2 C4H8 ＋ Br2 → C4H8Br2より，臭素の体積をVcm3とすると 
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 問 3  

  A 環を開く反応は右の 2か所で起こりうる 
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   1からの生成物 

C C C C

Br Br

C

  2からの生成物 C C C C

C

Br Br

 

  このうち，1種類のジエンしか得られないのは 2からの生成物なので，1からの生成物が A。 

 

  E 末端 C＝CH2はシス‐トランス異性体をもたないので，A からの 2HBr 脱離物のうち，Eに該当するの

は以下の化合物 

C C C C C  

 

  F Bからの 2HBr脱離物は，以下の Fしかない 
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  H Gおよび，片方のヒドロキシ基から脱水した化合物は以下。不斉炭素原子をもたないほうが H   
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  J Hを 2リン酸化したもの 
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［Ⅳ］ 

 問 1 

 キ～ケ 

   デオキシリボースの構造式を考えると，組成式は C5H9O3であり，アシクロビルの結合部分 C3H7O2と比

べると C2H2O1だけ小さくなっている。 

 

 問 3 tRNAは運搬 RNA，rRNAはリボソーム RNAも可。 

 

 

お問い合わせは☎0120-３０２-８７２ 

https://keishu-kai.jp/ 


